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研究成果の概要（和文）： 本研究の成果として，動画像・音楽データ対象アクティブ・感性マ

ルチメディア配信システム環境を構築し，実際の時系列メディアデータを対象とした実用的レ

ベルのシステムソフトウェア“MediaMatrix”を開発し，オープンソース・ソフトウェアとして

公開した．特筆すべき成果として，データベース分野における著名な国際学会である DASFAA 

2010 (The 15th International Conference on Database Systems for Advanced Applications) 

において，実現したMediaMatrixシステムに関するデモンストレーション発表を行い，Best Demo 

Award を受賞した．本研究の国際的展開として，米国カリフォルニア大学サンディエゴ校，米

国ワシントン大学ボセル校，スロベニア・リュブリャナ大学との間において，感性マルチメデ

ィア配信システムの国際共同研究を行った．  
研究成果の概要（英文）： The principal investigator has developed KANSEI-based active 
multimedia provision system environment for video and audio data. As a concrete outcome 
of this research, the principal investigator implemented and published a practical system 
software, called “MediaMatrix”, which is applicable to actual time-series media data, 
under the open source license. In DASFAA 2010 (The 15th International Conference on 
Database Systems for Advanced Applications) which is a prominent international conference 
in the database field, the principal investigator has made a demonstration about 
MediaMatrix system, and has received Best Demo Award. As international deployment of this 
research, the principal investigator has organized an international joint research of 
the KANSEI-based active multimedia provision system among the following three 
universities: University of California at San Diego, University of Washington Bothell, 
and University of Ljubljana in Slovenija. 
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１．研究開始当初の背景 
近年，動画共有サイトの発展に伴い，イン

ターネット上の主要なコンテンツとして，動

画像が飛躍的に普及してきている．Cisco に
よる調査は，インターネット上の動画共有サ
イトにおける動画像のトラフィックは，消費
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者によるインターネット利用の全トラフィ
ックの約 40%を占め，2014 年には，その割合
を 54%までに拡大すると予測している．これ
らの動画共有サイトにおいては， CGM
（Customer Generated Media）と呼ばれる一
般利用者により作成されたコンテンツのみ
ならず，ストーリー性を有するドラマやアニ
メーション動画を商業的に配信するサービ
スが多数提供されており，それらストーリー
性を有する動画像を対象とした検索エンジ
ンが求められている．本研究開発は，「感性」
という全く新しい視点からのコンテンツ獲
得，蓄積，配信を実現するために，Web 上に
拡大する動画像，音楽データを対象とし，そ
れらを多様なコンテキストを持つ時系列メ
ディアデータとして捉え，印象特徴量分析に
よる感性的コンテキストの自動抽出，検索，
可視化，配信を行うアクティブ・感性マルチ
メディア配信システム環境を実現した． 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は，映像や音楽データなどの
時間的な内容の変化（ストーリーの変化）を
伴う時系列メディアデータを対象として，そ
の内容に応じた感性メタデータの自動抽出，
および，利用者の意図や関心に応じた感性計
量処理を伴う能動的・自動的なデータベース
検索起動・情報配信を行う新たな“アクティ
ブ・感性マルチメディア配信システム環境”
を構築することである．本研究は，動画像・
音楽データ対象アクティブ・感性マルチメデ
ィア配信システム環境の構築と共に，実際の
時系列メディアデータを対象とした実用的
レベルのシステムソフトウェアの実現，およ
び，公開を目的とする． 
 
３．研究の方法 

本研究は，対象とするストーリー性を有す
るマルチメディア感性検索・分析・自動配信
システム実利用環境構築のための方法論の
確立と共に，実際の応用時系列メディアデー
タを対象とした実用的レベルの情報配信シ
ステム環境の公開を目的としている．そこで，
感性駆動型のアクティブ DB システムの実現
のための方法論の確立と平行して，広く利用
可能な実働システムを構築するための基盤
ソフトウェア・コンポーネント群の開発を実
施した．この基盤ソフトウェア・コンポーネ
ント群の開発においては，既存のマルチメデ
ィアシステムを再利用し，現在ネットワーク
上で流通している数多くのメディアフォー
マットに対応可能なシステムを設計・実装し
た．さらに，構築したアクティブ・感性マル
チメディア配信システム環境を，ネットワー
ク上の現行の情報システム群が提供する時
系列メディアデータ群に実際に適用し，時系
列メディアデータを対象とした新しいメデ

ィアデータ検索，配信システムを実用的レベ
ルで実現した．本研究の特色は，今後の発展
が期待されている新しいインターネットメ
ディアによる動画像，音楽データ配信を前提
として，ストーリー性を有する時系列メディ
アデータから，その特徴を表す感性メタデー
タを自動抽出し，得られたメタデータを用い
た感性的関連性の計量機能をアクティブ DB
機構に適用し，日々増加し続ける多くの動画
像，音楽データを対象とした自動的な情報配
信・分析・鑑賞環境の実現方式を示す点にあ
る． 
 
４．研究成果 
「動画像・音楽データ対象アクティブ・感

性マルチメディア配信システム環境の実現」
に関する研究課題として，研究代表者は，ス
トーリーの変化を有する動画像・音楽データ
の印象分析を伴った検索・配信を実現し，個
人の感性的嗜好に合致する対象の選択的自
動配信環境を構築する新しいメディア情報
獲得・集約機能を有する，新たな動画像・音
楽自動手分析・検索システムを開発した．実
用的な実現成果として，ストーリー性を有す
るメディアデータ対象感性検索・分析・配信
を実現するシステム・ソフトウェアを構築し，
オープンソース・ソフトウェアとして公開し
た（図 1）．本システムの利用者は，好みの動
画像データをクエリとして入力することに
より，「入力動画像と全体的に印象が類似す
る動画像の検索」や，「入力動画像と局所的
な演出方法の印象が類似する動画像の検索」
といった検索意図を，サンプル動画像の入力
という簡単な操作を介してシステムを伝え
ることができ，自らの興味や嗜好に合わせて
動画像をランキング，可視化し，獲得するこ
とが出来る． 

 
図 1 本研究において開発・公開した動画
像・音楽データ対象アクティブ・感性マルチ
メディア配信システム“MediaMatrix” 
 
本研究の主要な成果は，次の４項目である． 

 成果１： 動画像・音楽データ対象アク
ティブ・感性マルチメディア配信を実現
す る 統 合 シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア



 

 

“MediaMatrix”を構築し，オープンソ
ース・ソフトウェアとして公開した． 

 成果２： 本システム実現に関する学術
的成果として，1件の雑誌論文の発表、9
件の国際学会発表（査読有り），および，
10 件の国内学会発表（査読無し）を行っ
た．特筆すべき成果として、研究代表者
は，データベース分野における著名な国
際学会である DASFAA 2010（The 15th 
International Conference on Database 
Systems for Advanced Applications）
において，本研究により実現したソフト
ウェアであるMediaMatrixのデモンスト
レーション発表を行い，Best Demo Award
を受賞し，国際的に高い評価を得た． 

 成果３： 本研究の国際的展開として，
米国カリフォルニア大学サンディエゴ
校 Shlomo Dubnov 准教授，米国ワシント
ン大学ボセル校 Munehiro Fukuda 准教授，
および，スロベニア・リュブリャナ大学
の Ana Šaša 博士との間での動画像・音
楽データ対象アクティブ・感性マルチメ
ディア配信システム環境の共同研究と
して，具体的なシステム構築を行い，1
件の国際論文誌発表（査読有り）、およ
び、2 件の国際学会発表（査読有り）を
行った． 

 成果４： 実現した MediaMatrix システ
ムは、情報処理学会創立 50 周年を記念
して刊行された冊子「情報処理学会 50
年のあゆみ」において、時間的内容変化
を伴うメディアを対象としたマルチメ
ディアデータベースの研究事例として
紹介され（pp. 184-188, 2010）、広く認
知された． 

 
具体的なソフトウェア実装として，動画

像・音楽データ対象アクティブ・感性マルチ
メディア配信を実現するシステム・ソフトウ
ェア“MediaMatrix”は，実用的なレベルで
動画像・音楽データの感性的な情報配信環境
を構築・実働させるための統合的なソフトウ
ェア・パッケージであり，本ソフトウェア・
パッケージの一般公開は，動画像・音楽デー
タに代表される連続的メディアデータを対
象とした自動的な分析・検索・配信を，様々
な応用分野を対象として実現するための基
盤環境となるものである．本システムは，こ
れまで，感性的な視点からの情報獲得が困難
であったストーリー性を有する時系列メデ
ィアデータを対象として，自動的な情報獲得
を実現し，今後大量に蓄積される時系列メデ
ィアデータを対象として，個人の感性的嗜好
に合致する対象の選択的自動配信環境を実
現する，新しいメディア情報獲得・集約の可
能性を広げるシステムとして位置付けるこ
とができる．具体的には，次の４項目の基盤

技術の学術的研究・開発成果によって，本実
用的システム環境の成果を広く公開した． 
 
(1) ネットワーク上の時系列メディアデー
タを収集し，時間軸に沿った印象の変化を検
出し，迅速なデータベース検索および分析機
能群を起動し，自動情報配信を行うアクティ
ブ DB 機能を構築した．現在，ネットワーク
上には，ストリーミング動画をはじめとして，
様々な形態のメディアデータが，多様なフォ
ーマットで公開されており，時系列メディア
データを対象としたクローリング手法の構
築が必要である．そこで，ネットワーク上の
時系列メディアデータを収集し，アクティブ
DB に蓄積する，メディア・クローラを開発し
た．また，時系列メディアデータの変化の意
味を検出して，迅速なデータベース検索およ
び分析機能群を起動し，自動情報配信を行う
アクティブ DB 機能を開発した．本システム
は，既存の情報資源群を変更することなく広
域的なアクティブ DB システム環境へ連結す
る機能を有し，既存のデータベース内に格納
されたメディアデータを対象として，時系列
的な感性的内容を自動的に分析し，アクティ
ブ DB における検索機能，情報配信機能を駆
動することができる． 
このメディア収集・分析機能を動画像・音

楽を対象として即座に適用するオン・ザ・フ
ライ型の感性プロセッシング機構を実現し
た．感性プロセッシングを実現するためのベ
クトル空間モデルによる検索エンジンにお
いて，検索や分析の対象となる画像および動
画像を表現するベクトル群を実行時にオ
ン・ザ・フライで生成することにより，状況
を即時に反映した検索や分析を行うシステ
ムを開発した．具体的には，ウェブカメラか
ら入力される環境映像を対象として色彩印
象分析をリアルタイムに行い，利用者が置か
れている状況に応じた色彩環境映像分析，デ
ータベース検索・配信を実現した（図 2）．ま
た，本システムでは，分析対象とするストー
リー・メディアとして，動画像データや音楽
データなどの数 MB～数百 MB サイズの大容量
のマルチメディアデータを処理するために，
時系列メディア・クエリ生成処理，および時
系列的な感性メタデータの抽出処理におい
て，ストーリー・メディアのデータ量に着目
した分散処理機能を実現した． 

 
図 2 Web カメラから取得されるリアルタ
イム動画像を対象とした色彩感性自動分析
機構の実装 



 

 

 
(2) ストーリー性を有する時系列メディア
データ群（映像，音楽）を対象とし，任意の
動画像・静止画像・キーワードといったマル
チメディアデータを組み合わせて動画デー
タを検索する，時系列クエリ生成環境を開発
した．本研究開発項目では，既存のマルチメ
ディアデータベースを対象としてクエリ生
成演算子を適用し，マルチメディアデータを
組み合わせて，利用者の検索意図を的確に反
映した時系列メディア・クエリを生成・記述
可能とする，時系列メディア・クエリ生成環
境を構築した（図 3）．本システムの利用者は，
好みの動画像データをクエリとして本シス
テムに入力することにより，「入力動画像と
全体的に印象が類似する動画像の検索」や，
「入力動画像と局所的な演出方法の印象が
類似する動画像の検索」といった検索意図を，
サンプル動画像の入力という簡単な操作を
介してシステムを伝えることができ，自らの
興味や嗜好に合わせて動画像をランキング，
可視化し，獲得することが出来る．本システ
ムは，動画像データを組み合わせ，多様な検
索意図を表現するための SQLライクな動画像
問い合わせ言語処理系である CXMQL
（ConteXt-based Media Query Language）を
提供している． 

 
図 3 任意の動画像・静止画像・キーワード
といったマルチメディアデータを組み合わ
せて動画データを検索するクエリ言語 CXMQL
の実行例 
 
(3) 時系列メディアデータを対象とした感
性メタデータ自動生成機能を実現した（図 4，
図 5）．時系列メディアデータを対象として，
その時系列的な感性的内容変化点を自動検
出し，ストーリーの感性的変化を表現する感
性メタデータ列を自動生成する機能を設計，
実装した．さらに，コンテンツ印象変化の可
視化技術の開発として，大量の動画を対象と
した感性分析・可視化機構の設計，実装を行
った．本システムは，動画像における時間軸

に沿った色彩印象の推移を反映したメタデ
ータ生成のために，動画像を任意秒数ごとの
静止画像として抽出し，それら静止画像群を
対象として，映像中の色彩情報を用いて感性
特徴量を分析する機能を実現した．この感性
特徴量分析機能では，印象を分析する時間的
区間を表す単位時間の粒度を設定し，動画像
における局所的な印象の変化（図 5），および，
大局的な印象の変化（図 4）を，任意の粒度
を用いて抽出することができ，動画像におけ
る感性的特徴点を抽出することが出来る． 

 
図 4 動画像ストリーム全体において支配
的な印象特徴量の時系列変化を可視化 
 

 
図 5 動画像ストリームの特定箇所におい
て局所的に強い相関を示す印象特徴量の時
系列変化を可視化 
 
(4) 一般ユーザを対象としたアクティブ・マ
ルチ DB ユーザ・インターフェイスによる動
画像データの自動配信を実現するユーザ・イ
ンタフェイス・システム・ソフトウエアを構
築した．本システムソフトウェアは，上記で
述べた開発ソフトウェア（1），（2），および
(3)を統合し，動画像再生機能，動画像デー
タ群管理機能，時系列メディア・クエリ生
成・記述機能を統合的に提供するものである．
本ユーザ・インタフェイス・ソフトウェアを
用いて，一般ユーザは，ストーリー性を有す
るメディアデータ対象感性検索・分析・配信
を実現する統合システムソフトウェアをマ
ウス操作，および，SQL ライクな問い合わせ
言語によって容易に利用することが可能で
ある．本システムソフトウェアは，研究代表
者のホームページ（http://web.sfc.keio.ac. 
jp/~kurabaya/）において，オープンソース・



 

 

ソフトウェアとして公開されている． 
本研究成果を広く普及させるため，ネット

ワーク上で複数の利用者が，自らの感性定義
に応じて，メディアデータを分析・検索する
ための Web サービスを公開し，慶應義塾大学
SFC に お い て 運 用 し て い る (http:// 
imelab.sfc.keio.ac.jp/MediaMatrixShare/
)．本システムは，利用者毎に異なる色彩印
象定義ファイル（色彩と印象語の関連性を定
義するテーブルファイル）を格納し，利用者
個人の感性に応じたメタデータ生成をオ
ン・ザ・フライで行い，検索する．本システ
ムを用いて、数百件の動画像データベースを
対象とした感性的嗜好に合致する対象の選
択的自動配信環境を実装し、有効性の評価を
行った．また，UCSD との国際共同研究プロジ
ェクト“Opera of Meaning: マルチメディア
情報連結機能を有するマルチメディア・スト
ーリー形成システム”を構築し，遠隔地から
の利用者が共同してマルチメディア・ストー
リーを形成するための，メディアデータ間の
インタラクティブな連結を実現した（図 6）．
本システムは，中心的なストーリーを表す動
画像と，遠隔地からの利用者が投稿するメデ
ィアデータの関連性を計量し，ストーリーと
の同期を伴ったメディアデータ間連結を実
現した． 

 

図 6 UCSD の Shlomo Dubnov 准教授との国
際共同研究プロジェクト“ Opera Of 
Meaning：マルチメディア情報連結機能を有
するマルチメディア・ストーリー形成システ
ム”  
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